
東京芸術文化評議会「文化都市政策検討部会」報告　平成２３年１０月２７日

芸術文化の推進体制について（アーツカウンシル東京（仮称）の設置）

　アーツカウンシル東京（仮称）の特徴

資料　１

○ 平成２４年度中  公益財団法⼈東京都歴史⽂化財団内に設置
○ 平成２５年度以降 ファンドの設置

○ 専⾨家を活⽤した⽂化を創る新たな仕組み
　　　　・　民間の有能な人材が事業を目利き

　　　　・　複数年助成の検討

○ 東京の⽂化を⽀え、持続させていく戦略
　　　　・　国内外の文化のハブとして戦略的に情報発信

　　　　・　次世代につなぐ人材育成

　　　　・　ファンド（民間寄附）の検討

○ ⽂化と産業を融合させた映画・アニメ分野等の取組
　　　　・　アジアにも開かれた人材育成事業を展開

　　　　・　若手クリエイターなどの現場感覚の取り入れ

　　　　※　都庁内の各局を横断した推進体制を構築

東京芸術⽂化評議会
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　設置の趣旨

　スケジュール

○ 東京を国際都市にふさわしい個性豊かな⽂化を創造する都市にする
○ 創造性に満ち、潤いのある地域社会の構築を⽬指す


